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論文内容の要 旨
【目的】 宋消印幹細胞移植を安全に施行するには，十分な量の造血幹細胞が採取されなければならない。
造血幹細胞は.末消血より連続式成分採血装置によって単核球分両として，必要量に至るまで反復して採
取されるが，効率的な採取のためには，末消血中の造血幹細胞数を連H測定する必要がある。造血幹細胞
数は.フ ロー サイト メトリー によるCD34+細胞数として計測される場合が多いが，測定可能な施設は限定
8れている。そこで今回，日常の血球計数に使用されている自動血球計数器を用いた，迅速かっ簡便な，
造血幹細胞数の定量を試みた。
【対象と方法】完全寛解の状態にある14名の血液悪性疾患患者を対象と した。血液成分採血装置 (CS-30
OOplus)を使用して末消血から単紘球を採取し，さらに免疫磁気ビーズ法によるCD34・細胞の分離純化を
施した。この検体を自動血球分析装置SE‘9000で測定し，幼若白血球検出部 [Immatureinformation 
(1M!)チャンネル]のスキャッタグラム上での造血幹細胞の出現領域を特定し， この部位に集接する細
胞だけを計数するようソ フトウェアを作成した。次いで，末消血検体を用い，新たに設定された1MI
channelに出現する細胞数と，フ σー サイトメトリーによるCD34，細胞数との関係を調べた。
【結果】 患者末消血において，フローサイトメトリーによるCD3Jj4細胞と標準設定の1M!チャンネルによ
り計数される細胞との相関係数は.比率で0.43，絶対数で0.70であった。対して，新たに設定された1M!
チャンネルによる計数では，比率で0.80.絶対数で0.88となった。
【考察】新たに設定されたlMlチャンネルでは，じlJ34T制胞との聞の柑関係数において，比率・絶対数と
もに大きな改鋳がみられ.SE-9000を用いての末消血中の造血幹細胞数の測定が可能であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
末消血幹細胞移植は，造血幹細胞を化学療法後に輸注するこ とによって，造血回復を促進しうる結果，
使用可能な抗悪性腐槙剤を増量させ，化学療法の効果を飛躍的に高める治療法であるが，施行するにあたっ
ては十分な量の造血幹細胞の確保が必要であり，そのためには頻回にわたって採取前に末消血中造血幹細
胞数を測定するこ とが不可欠である。現在，造血幹細胞数はフローサイ トメト リーによるCD34抗原の検
出によってCD34陽性細胞数として定量される場合が多く， 従来の培養法によるコ ロニーの測定に比して
簡略・迅速化されたものの，なお.手技上の，または設備上の問題が存夜し， 測定可能な施設は限られて
いるのが実状である。
'*研究lι 日常の血球計測に使用されている自動血球計測器SE-9000による，造血幹細胞の定量を実現
したものである。
造血幹細胞の採取そ伺的として，患吾末j白血より連続式血液成分採血装置による白血球7フェレーシス
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を施行し採取された単核球分画に僅かに含まれる造血幹細胞を，抗CD31抗体を用いた免疫磁気どーズ
法により分離・純化した上で，自動血球計数器による測定を行い.スキャッタグラム上でのCD34陽性細
胞すなわち造血幹細胞の出現する位置を特定している。
さらに本研究では，血球計測器のデータ解析部である.MS-DOS ver.5.0で動作するDOS/V対応コン
ピューターを利用して， c言語による新たな解析プログラムを作成し，スキャッタグラム内の特定の領域
に表示される造l(l幹細胞集同の計数を実現することができるようになった。
この結果，自動血球係数器で定量される造血幹細胞数と，フローサイトメトリーによるCD34陽性細胞
数との間の相関係数は，細胞比率で0.80.絶対数では0.88であり.良好な正の相関関係が確認された。本
研究により，造血幹細胞数の定量が.あらゆる施設において，通常の採血を行うのみで， しかも約80秒と
いう短時間で実現されることとなった。
本論文は.造血幹細胞数を測定するにあたり，従来にない画期的な手段について研究を行ったものであ
り，臨床検査医学的に極めて意義あるものと考えられた。
以上のことから，本論文は，博士(医学)の学位を授与するに値するものと判断された。
